
学問基礎（森） 10 2019-12-09 

1. 臓器提供（オプトイン・オプトアウト） 

授業日程について 
12月23日(月） 第13講(試験前の最後,1回休みがあったので実際は12回目） 

 1月20日(月） 期末試験 
 1月27日(月) 第14講(テスト返却とまとめ） 

 素晴しいコメントです。この制
度が日本に導入されたとき、哲学
者梅原猛は、「脳死は人の死では
ないが、人に臓器を提供しようと
いう愛の行為は止められない。」 

といったことを言っていたことを思い出しました。  そう、保険証の裏にもあるので
すよね。保険証には私はチェック
していて…。でも、空欄にするの
は自然な反応といえると思います。 

 人間の一般的な傾向なので、
しょうがない、という部分は
ありますが、こと、選挙につ
いてはそうはいきません！！
判断しないことは、他の人を
傷つけることになるからです。 

 仲間内でこのようなこと
をするのは、良いかもしれ
ませんが、それでも信頼を
失うことになりかねません。 
注意しましょう。そして、
政治家がこの手法を使うと
きには特に注意しましょう。
最近では、文科大臣が「サ
イレントマジョリティーは 賛成です。」とTwitterに書いて、物議をかもしました。 

2. 選択  とてもいい応用方法だと思います！ 
 やることリストを作って、選択肢を限定
することは、GTD(Getting Things Done)と
呼ばれる仕事術と同じ考え方ですね！ 

 選択が身近な証拠ですね。選択については、
ぜひ、自分のことと考えてください！また、
これも初回にやった勉強法と関連していて、
自分の考え、感想を交えたノートを作ると、
記憶に定着しやすいのでお勧めです。 

 だから選択に躊躇する、
というのはその通りだと思
います。しかし、選択しな
いわけにはいきません。例
えば選挙です。 

 私たちが、果たしてどれだけ本当の意味で
自由に選択しているのか、疑問ですね。 



3. 選択日記          逆に、それしか人間には能
がないのか、とも思えます。しかし科学のABCを
練習して使いこなしている人も多くないので、
まずは一つ目の目標としていいと思います！ 

 皆さんは既に科学のABCの方法を練
習したので、選択日記もやり易いと思
います。ぜひ実践してみましょう！  その通りですね。ある意味、自

分の行動パターンを分析すること
にもなると思います！ 
 アイエンガーの本も買ってみる
といいでしょう。 

 授業では紹介しませんでした
が、アイエンガーは選択につい
て、様々な指摘を行っています。
そのひとつは、人間は自分のし
た選択のことを忘れ易い、とい
うことです。 
 「無意識に選択日記と同様の
ことをしていた」は素晴しいの
で、ぜひ、記録することも実行
してみましょう！ 

 くり返しになりますが、この実験の
ポイントは2つあります。ひとつは、
「普通の人々」は、状況によって態度
が変わることがわかったこと。もうひ
とつは、このような実験は、心に消せ
ない傷を残すので、許されることでは
ない、ということ。実験結果が成果を
あげても、人を傷つけることが正当化
されることはありません！ 

 過去に、状況で自分の性格が変わってしまっ
たことがあったとしましょう。でも、それは人
間の一般的な性質と言えます。過去は消せませ
んが、前を向きましょう！ 
 左と下のコメントにあるように、監獄実験の
ような実験を行うかどうかも選択として考える、
という視点は、とてもいい視点です！更に、学
ぶ理由と結び付けている点もいい視点です！！ 

4. スタンフォード監獄実験 

5. 紙を折る  無駄に金と時間と労力をかけて、本当かどうかを
確かめる、という発想は好きです。NHKの番組「大科
学実験」でよくやっていましたね。最近はどうやら、
Youtuber にその精神が受け継がれているようです。 


